
令和４年度(２０２２年度)高齢福祉・介護保険サービス意向調査　変更内容（案）　　【対　令和２年度(２０２０年度)】 健康福祉審議会 2022/5/30

・新規設問　　２問

・変更　　　　　２問

・削除設問　　０問

　　※ 設問加除による問番号ずれ、他の設問との文言合わせ、句読点等の軽微な修正については省略しています。

変更
内容

担当
(2022)

＜高齢者調査＞

変更 問６

【設問】
あなたの年齢は、次のどれにあては
まりますか。

問６

【設問】
あなたの年齢は、次のどれにあてはまりますか。

【選択肢(追加)】
６．９０～９４歳
７．９５～９９歳
８．１００歳以上

介
護
･
高
齢
者

支
援
課

＜介護サービス利用調査＞

変更 問５

【設問】
ご本人の年齢について、ご回答くだ
さい。

問５

【設問】
ご本人の年齢について、ご回答ください。

【選択肢(追加)】
７．９０～９４歳
８．９５～９９歳
９．１００歳以上

介
護
･
高
齢
者

支
援
課

＜ケアマネジャー調査＞

新規 問38

【設問】
人生会議(ACP)を活用した支援を行った経験があります
か。

【選択肢】
１．支援したことがある
２．必要なケースがいたが、支援していない
３．必要なケースがおらず、支援していない
４．人生会議(ACP)について知識がなく、支援していな
い

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課

新規 問39

【設問】
人生会議(ACP)を実践する上で難しいと思う点は何です
か。

【選択肢】
１．本人や家族の人生会議(ACP)についての理解が不足
している
２．支援者の人生会議(ACP)についての理解が不足して
いる
３．主治医の人生会議(ACP)についての理解が不足して
いる
４．支援経過の中で人生会議(ACP)を行うタイミングを
つかめない
５．人生会議(ACP)を行うための本人や家族との信頼関
係を作れない
６．業務が多忙なため人生会議(ACP)の開催に注力でき
ない
７．人生会議(ACP)を行うための出席者（本人、家族、
支援者）の調整が煩雑である
８．特にない
９．その他

地
域
包
括
ケ
ア

推
進
課

第10回　健康・介護・高齢者部会

2020年度　設問（実施済み） 2022年度　設問 変更等の理由

『地域包括ケア「見える化」シス
テム』登録に必要なため

高齢者調査と選択肢を統一するた
め

令和３年度より、補助金を活用し
ての人生会議普及啓発事業を実施
しており、その効果を評価する１
つの指標とするため

令和３年度より、補助金を活用し
ての人生会議普及啓発事業を実施
しており、その効果を評価する１
つの指標とするため

資料６


